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編集後記･･

命暑い日が続いておりますが,いかがお過ごしでし

ようか.

命筑波山が暑さの中で霞んで見えなくなりますと,

光化学スモッグ発生の放送があり､冷房が弱くなり

ます.現在の文明は不便なものです.一方,O-157

が暴れ回っておりますが,良い対策がないようです.

大腸菌はありふれた菌なので研究してこなかったこ

とに原因があるようです.早く良い治療法が見つか

るとよいのですが.

φさて,地質ニュｰスを読んで楽しく,役立つものに

したいと思って学校の先生,大学の先生にお会いし

色々と教えを乞いました.その結果,解ったことは

高校に地学クラブはほとんど無いのではないかとい

うことです.｢地質次世代人｣というクラブ活動の紹

介ぺ一ジを考えていたのですが空振りに終わりそう

です.

命これはある大学の先生から聞いた話ですが,高校

地学のうち,天文は物理で,岩石は薬品を使って溶

かすことがあるので化学で,化石は生物で,層序は

適当な理科科目がないので歴史で教えたらどうかと

の案が検討されているそうですが,笑いを超えて泣

けてきます.

命恐竜が滅んだ原因として哺乳類に卵を食べられ

たからだとする説がありましたが,いまの地質学は

卵を産まない鶏か,根っこのない大木みたいな存在

のようです.若い人を育てなければ,地質学はなく

なります.

地質に興味をもっている生徒がいなくなったとも,

地質の理解が社会生活にとって不要になったとも思

いません.『地質ニュｰス』誌が地質学の凋落の歯

止めの役割を果たせたらと考えていますが,今月号

もかなり専門的な記事になりました.

教育現場ではどのようにしたら地質に興味をもた

せることができるか苦慮しているとのことですので,

｢やさしい地質学｣｢楽しい地質学｣的な記事を掲載

し,先生方を助けてあげることも必要でしょう.

投稿をお待ちしています.

[訂正]

･1996年5月号p.67｢地質標本館だより｣本文右側上から台行目

(誤)山形県乙女鉱山産→(正)山梨県乙女鉱山産

･1996年5月号p.67｢地質標本館だより｣本文右側下から4行目

(誤)福井県川俣産→(正)福島県川俣産
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